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740６’14

例 会・行 先 日 程 ・ 集 合 担　当　者 コ　ー　ス

第２６９６回★

一斉清掃登山

　高雄～落合

６月１日（日）

　ＡＭ 9：00

　高雄バス停集合

岡田　茂久

（携090-1713-2238）

方山　宗子

（携090-9690-7970）

高雄…清滝…落合…JR保津峡駅

備　考　　・徒歩２時間程です。

・参加希望者は担当者へ必ず連絡してください。

６月の集会
　　日　時　　６月11日（水）18：30 ～

　　場　所　　holly’s café （ホリーズ カフェ）

６月の企画運営委員会
　　日　時　　６月20日（金）18：30 ～

　　場　所　　holly’s café （ホリーズ カフェ）
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sss
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変化の時　　　　　　

 堀　田　　　剛　　

平成26年度（2014年度）が４月にスタートして早や２箇月が過ぎた。京交山岳部に大きな出来事が
突然に舞い降りた。清水部長が交通局から異動となった。京交山岳部という職域クラブの性格上，部
長が交通局の所属職員でないと職域クラブとして認められないかもしれない。（市長部局の職域クラ
ブの部長は必ずしも市長部局所属職員とは限っていませんが。）

交通局の現役部員はついに10名を割ってしまった。65周年の時，運営をどうしていくのかを見直す
時ではないかと。

話は変わり，４月の京都新聞に「登山のいろは愛宕山で直伝」との見出しの記事が載っていた。日
本山岳会京都・滋賀支部が５月から四季を通じ「親子登山教室」を初開催するというもの。登山の基
本を直伝し，遭難事故予防や次世代の育成につなげようと始めるという。身近な愛宕山でも遭難事故
が多いことや，山の四季を通して登山の心構えや，山の四季の変化，歴史に触れてもらおうとの企画
だそうだ。

京交山岳部でも部員以外の方々と一緒に気軽に山登りをして，盛り上げることも考えてはいかがだ
ろうか。

日本は急激な社会構造の変化にさしかかり，かつ，個人の意識も他人との関わりがめんどくさいと
なっているように思えるが，これからは元気でゆとりのある人が弱者を助ける，それは，身内，他人
にかかわらずの社会に変化していかないと，苦しむ人が増加する一方に思える。国や地方自治体も自
らの限界を悟ることから始め，「今までどおり」ではなく「どう変化していくことが，将来に役立つ
か。」を考えないといけない時に来ている。

京交山岳部と同じような状況だろうか。

山声雪語山声雪語
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【第2695回例会報告】　

「能登半島の山」

 　吉　田　　　武　　

平成26年５月14日
今日の予定は能登半島の中央部の別所岳と穴水半島の沖波山  北陸道金沢東 IC で高速を降りて R8

から R249走り，能登道路横田 IC まで360km，能登道路の側道から別所岳の登山口の道路脇に駐車し
て300ｍ歩いて三角点にタッチ，次の山  沖波山に向かう，ナビを穴水町沖波に入力して海岸伝いに
走り黒崎から林道に入り  馬飛池（まんとべいけ）近くに駐車して沖波山に向かう１km 程歩いたら
三角点に着いた。この山も展望に恵まれなかった。今日は  穴水町の「キャッスル真名井」に泊まる。

15日
今日は河内岳 ナビを穴水町切留にセット８時30分に切留に着く，道路脇に駐車して看板に誘導さ

れて少し登って民家がなくなるとすぐに背丈を越す熊笹になる。谷筋から尾根に取り付いても熊笹が
茂り，久しぶりのブッシュ漕ぎ，踏み跡とテープがあるので迷うことなく１時間ブッシュの中を歩い
て三角点に着いたが，笹薮の展望のない三角点だった往路を下山して輪島から曽々木海岸の散策と

「時国家」に行く。

抜粋
「平家にあらずんば人にあらず」　平清盛によって栄華を極めた平家一門。平家物語でも有名な上
記の言葉をもって一門の隆盛を称えたのが「平大納言時忠」です。壇ノ浦で平家一門が滅亡した後，
この地に配流され，生涯を終えました。
時忠から数えて二十四代目 時忠の子，「時国」の性とし，
時国家として八百有余年，この地に居を構えています。

時国家から少し走ると「垂水の滝」があるので見学して輪島市内を散策して宿舎のペンションに
入った。

16日
今日は帰り道に小松市の清水山に行く，ナビを八幡温泉病院に合せて R249 から能登道路（昨年か

ら無料）を内灘町まで走り，R8で小松市清水山に行く，広場の真ん中にぽつんと三角点があった。
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白米の千枚田 ①

白米の千枚田 ② 清水山三角点

河内岳にて 垂水の滝
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【個人山行　H26.5.1】

銀閣寺から大文字山・山科毘沙門天

 吉　田　　　武　　

以前登ってから十数年ぶりに，大文字山に登ってきました。
９時半に銀閣寺道のバス停に降りたときは小雨が降っていたので近くの喫茶店で雨がやむまで待機，

店主が晴れてきましたよと声をかけてくれた。銀閣寺門前に着くと小学生が30名ほど列をなして大文
字山に登ろうとしていた。

追いつ追われつしながら大の字の下の広場で休憩しようと思ったが，先に火床まで登った。
市内は少しガスがかかって見えにくい，ガイドブック片手に若い夫婦が登ってこられたが，他府県

の人のようだったので，下山コースを聞いたら適当に下りますとの返事，僕は三角点に向かったが，
僕の後をついて来たり，写真タイムに追い越されたりしながら三角点に着いた。写真を写して小休止
した後山科に下って行ったが，まだ後をついてくるが，写真を写しているときに又追い越されて次の
分岐点で，立ち止まってガイドブックを見ながら考えているので話を聞いたら，鹿ケ谷に下りたいと
言ったので，僕の持っている地図で説明した。三角点手前の四辻まで戻って左の方へ下って行きなさ
いと言った。相当のアルバイトをしたようで折り返して登って行った。この辺りは登山道が入交って
いるので迷いやすいが，山科の方向に見当をつけて下った。毘沙門天まではだらだらとした下りで，
１時ころに山科駅に着いた。
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【個人山行　H26.5.6】

低山シリーズ　「唐櫃越え」　沓 掛 山　415,0m　三等三角点
　　　　　　　　　　　　　みすぎ山　430,1m　二等三角点

 吉　田　　　武　　

天気が良いので唐櫃越えに行く，自宅から阪急上桂駅前を通り西へ一直線。墓地を過ぎると竹林の
中を少しずつ登っているが，顕著なピークはない，竹藪を過ぎると広葉樹の雑木林の中を歩く，展望
もなくただひたすら前進，やがて樹林の間から桂坂の住宅街が見え隠れする，よく踏まれた道を進む
と，右手には烏ヶ岳が見え，前方遠くに愛宕山が見える。写真を写しながら２時間30分位で「沓掛
山」に着いた，少し開けていてるので小休止，このあたりからコースはわかりにくいと思っていたら，
ハイキングのコースのために矢印や道標があり思っていたよりわかりやすかった。小さなピークは登
らず巻道があるので，気分よく歩ける。途中からアスファルトの林道があり4km 位歩いたら高圧鉄
塔があって少し進むと亀岡林業組合の林道工事のために登山道に誘導され，３つ目の鉄塔の所が「み
すぎ山」の二等三角点で，ここで少し腹拵えをする。みすぎ山から地図では破線が南下しているが，
踏み跡もないので，コース通り進むと南に下っている箇所があったので下ると，急下降で細く雨列し
たルート，歩きにくいが，そのままコース通りに下ると鵜ノ川の橋に出た。破線は少し違っているよ
うだが，橋を越えたら住宅街に出て難なく馬堀駅に出た。



−7−

例 会 報 告

例会 No 目　的　地 天候 月　日 担  当  者 参　加　者 記　　事

２６９４ 木曽駒ケ岳

千畳敷スキー

5 月 2 日

　～ 3 日

山下　幸宏 都合により中止しま

した。

２６９５ 能登半島の山

　河内岳

　沖波山

曇 5 月14日

　～16日 

吉田　　武 （別稿詳報）

雑　　報

△△△　５月の集会
日　　時 ５月９日（金）　18：30 ～
場　　所 ホリーズカフェ（烏丸四条西入る）
出 席 者  清水，岡田（茂），大槻，吉田，渡辺，井戸，森本 F1 

７名（＋１）
内　　容 例会結果，例会予告，個人山行，岳連関係報告ほか

△△△　４月の企画運営委員会
日　　時 ４月21日（月）　18：30 ～
場　　所 ホリーズカフェ（烏丸四条西入る）
出 席 者 清水，岡本（義），井戸
内　　容 例会予告ほか
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平成26年 6 月 1 日

京都市右京区太秦下刑部町 12

京 都 市 交 通 局 内

京 交 山 岳 部


